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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

県
の
地
域
防
災
計
画
で
、
市
町
村
は

受
援
計
画
の
策
定
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
。
平
時
か
ら
ど
の
よ
う
な
準
備

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

応
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た

め
、
受
援
班
の
設
置
等
、
受
援
体
制
の

整
備
。
人
的
支
援
を
受
け
る
対
象
業
務

を
整
理
し
、
業
務
ご
と
の
計
画
。
調
達

先
の
確
保
等
、
業
務
資
源
の
受
入
れ
体

制
の
整
備
を
し
て
お
く
こ
と
だ
。

問
受
援
体
制
と
し
て
、
班
編
成
や
各

方
面
へ
の
連
絡
体
制
、
業
務
の
流

れ
や
分
担
の
整
理
は
大
事
だ
。
職
員
へ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
や
情
報
共
有
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

職
員
は
庁
舎
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
で
情
報
共
有
し
、
い
つ
で
も
確
認
が

で
き
る
。

問
職
員
は
非
常
時
の
業
務
や
備
蓄
品

の
確
認
等
、
次
な
る
こ
と
を
考
え
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
日
頃
か
ら
行

動
訓
練
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

避
難
所
の
開
設
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。
備
蓄
品
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

全
職
員
が
状
況
を
把
握
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
。

問
広
域
的
な
受
援
体
制
を
作
る
に
は

災
害
協
定
締
結
先
と
平
時
か
ら
の

信
頼
関
係
が
大
切
。
顔
の
見
え
る
交
流

を
し
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

国
、
県
、
50
の
自
治
体
。
10
の
広

域
行
政
事
務
組
合
。
20
の
民
間
企
業
や

団
体
。
有
明
圏
域
定
住
自
立
圏
構
成
自

治
体
。
大
分
県
宇
佐
市
等
の
交
流
自
治

体
。
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
、
町
内
福
祉

避
難
施
設
等
と
、
災
害
時
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
双
方
の
担
当
者
で
意
見
交
換

や
視
察
等
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

問
外
国
人
へ
の
受
援
対
応
等
は
ど
う

考
え
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

日
本
人
と
区
別
は
し
な
い
が
、
言

語
や
意
思
疎
通
の
問
題
が
生
じ
て
く
る

の
で
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
国
人

の
会
計
年
度
任
用
職
員
、
翻
訳
機
器
や

ソ
フ
ト
の
活
用
の
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

受援マニュアル行動をし、協定先
との広域的な支援体制を考える答

福
ふくもと
本みや子

こ

議員

災害時受援計画の現状と
今後の展開は

災害時相互支援のため整備された機材と倉庫

受
援
計
画
と
は

　
災
害
時
に
お
い
て
、
被
災
地
で
は
短
期
間

に
膨
大
な
業
務
が
発
生
す
る
た
め
、
外
部
か

ら
の
支
援
を
迅
速
・
的
確
に
受
け
入
れ
て
情

報
共
有
や
各
種
調
整
が
で
き
る
よ
う
策
定
す

る
計
画
。
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町
政
を
問
う

人
口
減
少
、
子
育
て
支
援
等
の
課
題

解
決
に
向
け
た
独
自
施
策
の
新

設
、
既
存
事
業
の
拡
大
拡
充
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
町
の
見
解
は
。

答
（
町
長
）

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
人
口

増
加
や
少
子
化
対
策
に
取
組
み
成
果
が

出
て
い
る
自
治
体
の
先
進
事
例
等
を
調

査
し
、
定
住
、
教
育
、
子
育
て
、
福
祉
、

産
業
と
い
っ
た
各
分
野
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
特
に
教
育
や
健
康
を
柱
と

し
た
特
色
あ
る
事
業
の
展
開
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問
本
町
は
こ
の
現
状
で
良
い
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）

充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

議
員
の
皆
様
や
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
て
、
国
の
少
子
化
対

策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
令
和
４
年
度
の
出
生
数
と
内
訳

は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

令
和
４
年
度
の
出
生
数
は
85
人
。

内
訳
は
、
第
１
子
が
30
人
、
第
２
子
が

30
人
、
第
３
子
が
12
人
、
第
４
子
が
10

人
、
第
５
子
が
２
人
、
第
６
子
が
１
人

で
あ
る
。

問
近
隣
自
治
体
で
、
出
産
祝
い
金
が

取
り
上
げ
ら
れ
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
第
１
子
20
万
円
、
第
２
子
30
万

円
、
第
３
子
50
万
円
、
第
４
子
70
万
円
、

第
５
子
以
降
が
１
０
０
万
円
と
い
う
も

の
だ
。

　
本
町
の
令
和
４
年
度
出
生
数
で
祝
い

金
を
実
施
し
た
場
合
、
必
要
と
な
る
予

算
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

第
１
子
か
ら
第
６
子
ま
で
85
人
、

３
１
０
０
万
円
必
要
だ
。

問
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
小
学
校
入

学
時
５
万
円
、
中
学
校
入
学
時

10
万
円
、
高
校
入
学
時
15
万
円
の
祝
い

金
も
支
給
し
て
い
る
。

　
本
町
が
実
施
し
た
場
合
に
必
要
と
な

る
予
算
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

入
学
者
数
は
小
学
校
１
２
２
人
、

中
学
校
１
３
１
人
、
高
校
１
２
９
人
で
、

予
算
は
３
８
５
５
万
円
必
要
だ
。

問
令
和
４
年
中
、
新
築
住
宅
は
何
軒

建
っ
た
か
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
考
え

て
は
。

答
（
税
務
課
長
）

47
軒
だ
。

答
（
町
長
）

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
２
０
３
０
年
問
題
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
ま
で
あ
と
７
年
、
２
０
５
０
年

の
長
洲
町
の
姿
は
、
こ
の
数
年
に
か

か
っ
て
い
る
。
早
急
な
検
討
と
迅
速
な

取
組
を
。

答
（
町
長
）

有
明
海
沿
岸
道
路
や
赤
田
・
上
沖

洲
線
、
南
関
長
洲
線
の
開
通
に
よ
る
利

便
性
の
向
上
等
、
様
々
な
要
件
も
含
め

て
、
本
町
の
人
口
対
策
、
定
住
対
策
、

少
子
化
対
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

子育て支援の独自施策の新設、
事業の拡大を

答

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

教育や健康を柱とした特色ある
事業を図っていく

町の人口 15,491人
うち外国人 706人

（６月末現在）

人口減少に歯止めが
かからない
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

腹
赤
小
学
校
正
門
前
の
道
路
（
町
道

上
沖
洲
・
鷲
巣
線
）
は
、
通
行
上

危
険
で
あ
る
と
陳
情
を
受
け
調
べ
た
と

こ
ろ
、
正
門
前
の
カ
ー
ブ
で
、
通
勤
時

の
車
の
離
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ず
、

通
学
時
の
学
童
が
交
通
難
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
る
。

　
こ
の
カ
ー
ブ
を
何
と
か
解
消
す
る
こ

と
が
先
決
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
学
童

の
通
学
安
全
の
た
め
、
住
民
、
通
勤
者

の
交
通
安
全
上
、
ベ
ス
ト
な
対
策
が
望

ま
れ
る
が
、
対
策
を
早
急
に
と
る
考
え

は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

腹
赤
小
学
校
前
の
通
学
路
の
交
通

安
全
対
策
が
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
道
幅
が
部
分
的
に

狭
く
通
学
路
で
も
あ
る
。
測
量
を
行

い
、
学
校
や
警
察
等
の
関
係
機
関
と
十

分
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
道
路
の
拡
幅

等
も
含
め
て
、
早
期
に
安
全
対
策
に
取

組
ん
で
い
く
。

問
特
に
、
来
年
の
４
月
か
ら
は
、
長

洲
中
学
校
が
統
合
さ
れ
る
。
道
な

れ
な
い
子
ど
も
達
が
通
学
路
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
早
め
の
改
修
を
お
願
い
す
る
。

問
矛
盾
す
る
回
答
は
し
て
い
な
い
と

い
う
答
弁
は
嘘
で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
の
一
般

質
問
で
の
教
育
長
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、

私
の
言
葉
足
ら
ず
で
、
説
明
も
不
足
し

て
お
り
、
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
り
、

大
変
申
し
訳
な
い
。

（
教
育
長
）

学
校
教
育
課
の
課
長
は
、
教
育
委

員
会
の
一
員
な
の
で
、
発
言
の
最
終
的

な
責
任
は
教
育
長
に
あ
る
と
思
う
。

　
意
思
の
疎
通
や
、
解
釈
の
仕
方
で
す

れ
違
う
場
面
が
多
く
、
議
論
が
な
か
な

か
か
み
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
嫌
な
思
い
を
さ
せ
、

ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
か
け
た
こ
と
を
改

め
て
謝
罪
す
る
。

通学路の点検と安全対策について

答

濱
はま
㟢
さき
　久

ひさし

議員

道路の拡張等早期に取組む

長
洲
中
暴
力
事
件
に
伴
う
町

の
答
弁
は
嘘
で
は
な
い
か

誤
解
を
招
き
改
め
て
謝
罪
す
る

答答

腹赤小学校前の危険個所
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町
政
を
問
う

飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
管
理
す

る
と
と
も
に
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
繁
殖
に
よ
る
近
隣
へ
の
被
害
や
迷

惑
を
未
然
に
防
ぐ
等
、
人
と
動
物
が
共

生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
必
要
で

は
。答

（
町
長
）

野
良
犬
、
野
良
猫
へ
の
無
責
任
な

行
為
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
動
物
愛
護
の
啓
発
に
務

め
て
い
く
。

問
昨
年
よ
り
動
物
基
金
を
利
用
し
、

不
妊
手
術
の
費
用
を
全
額
負
担
す

る「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」

を
行
っ
て
い
る
。
希
望
者
に
Ｔ
Ｎ
Ｒ
チ

ケ
ッ
ト
を
渡
し
、
地
域
猫
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。
協
力
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
、「
望
ま
れ
な
い
命
は
作
ら

な
い
。
地
域
で
一
代
限
り
の
命
を
全
う

す
る
」
と
い
う
動
物
愛
護
の
一
途
な
気

持
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
申
請
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
数
と
効
果
は
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

84
件
で
あ
る
。
す
べ
て
不
妊
手
術

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
無
秩
序
な
増
加

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

問
地
域
猫
活
動
は
、
地
域
住
民
の
理

解
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
と
行

政
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
７
名
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

地
域
猫
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
て
い
く
。

問
福
岡
県
に
お
い
て
は
、
人
、
動
物
、

環
境
を
一
つ
の
健
康
と
考
え
る

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
実
現
を
推
進
し
て

い
る
。
本
町
に
お
け
る
動
物
愛
護
の
推

進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）

動
物
と
人
と
が
、
相
互
に
健
康
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
健
康
は
一
つ

で
あ
る
」
と
い
う
概
念
、
理
念
の
も
と
、

互
い
に
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
を
し
て

い
く
。

動物愛護の啓発に努めていく答

前
まえ
田
だ
美
み わ こ
和子

議員

人と動物が共生するまちづくりを!!

知ってください！さくらねこ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
機
能
の
低
下

は
、
日
常
生
活
が
不
便
に
な
り
、

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に
す
る

等
、
生
活
の
質
を
落
と
す
要
因
に
な
り
、

う
つ
病
や
認
知
症
の
危
険
因
子
に
も
な

る
。
し
か
し
補
聴
器
の
装
着
に
よ
っ
て
、

高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と
さ

ず
に
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。
う
つ
病
や
認
知
症
の

予
防
に
な
り
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ

と
に
も
繋
が
る
。

　
し
か
し
、
補
聴
器
は
10
万
円
～
30
万

円
と
、
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ

て
は
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、
購
入
し

た
く
て
も
で
き
な
い
高
額
な
医
療
機
器

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
、
補
聴
器
購
入
費

の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

答
（
町
長
）

現
在
、
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
取
組
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
本
町
に
お
け
る
事
業
内

容
を
検
討
し
、
早
期
に
事
業
を
実
施
す

る
。問

早
期
に
実
施
す
る
と
答
弁
さ
れ
た

が
、
事
業
の
開
始
時
期
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

補
聴
器
購
入
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
る
他
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し
て

い
る
。
で
き
れ
ば
年
度
内
の
事
業
開
始

で
準
備
を
し
て
い
く
。

問
加
齢
性
難
聴
者
は
、
中
等
度
の
症

状
の
う
ち
か
ら
補
聴
器
を
使
用
し

な
い
と
、
難
聴
が
進
行
し
て
い
く
。
こ

れ
は
医
学
的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
、
助
成
事
業
を
実
施

し
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
熊
本
県
で
実
施
し
て
い
る
自

治
体
は
益
城
町
の
み
。
本
町
が
実
施
す

れ
ば
、
県
内
で
２
番
目
に
な
る
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障

が
い
者
に
該
当
す
る
認
定
基
準
は
、
両

耳
そ
れ
ぞ
れ
の
聴
力
が
、
70
㏈
の
音
量

を
聞
き
取
れ
る
人
が
対
象
で
あ
る
。
70

㏈
の
音
量
と
は
、
２
ｍ
離
れ
た
セ
ミ
の

鳴
き
声
を
、
か
す
か
に
聞
き
取
る
こ
と

が
で
き
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
障
が
い
認

定
基
準
が
高
す
ぎ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
助
成
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
が
、
限
り
な
く

高
度
難
聴
に
近
い
住
民
も
含
ま
れ
る
。

加
齢
性
難
聴
で
苦
し
ん
で
い
る
住
民
に

と
っ
て
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
少
し
で
も
住
民
に
希

望
を
示
す
と
い
う
意
味
で
も
、
こ
れ
か

ら
の
高
齢
者
福
祉
施
策
を
推
進
、
進
展

さ
せ
て
い
く
大
き
な
原
動
力
に
な
る
と

評
価
す
る
。

早期に助成事業を実施する答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

加齢性難聴者への補聴器購入費助成
制度の創設を求める

急がれる補聴器購入助成制度

潮さい（R5.8.15 No.154）潮さい（R5.8.15 No.154）
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町
政
を
問
う

町
の
観
光
資
源
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

新
聞
等
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
積
極
的
に
働

き
か
け
、
交
流
人
口
増
加
を
図
り
、
町

の
観
光
資
源
を
知
っ
て
も
ら
う
。

問
５
月
に
開
催
さ
れ
た
火
の
国
長
洲

金
魚
ま
つ
り
、
こ
れ
こ
そ
独
自
の

観
光
資
源
で
あ
る
が
、
新
た
な
取
組
の

考
え
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

色
々
な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
を
工
夫
し
た
り
、
例
え
ば
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
工
夫
を
一
つ
と
し

て
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
考
え
て

い
る
。

問
金
魚
の
館
の
中
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー

が
移
転
し
た
が
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
や
、
施
設
の
充
実
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

絵
画
や
町
の
伝
統
工
芸
品
を
展
示

す
る
文
化
展
等
、
町
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て

い
る
。
何
度
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
設
に
変
え
て
い
き
た
い
。

問
長
洲
町
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
一
冊
の

中
に
、
観
光
、
産
業
、
祭
り
、
歴
史
、

食
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
活
用
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
配
布
や
、

金
魚
の
館
に
無
料
で
配
布
す
る
よ
う
に

置
い
て
い
る
。

PRイベントや広報活動で町の
魅力発信答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

町独自の観光資源の取組は

問
港
や
駅
に
設
置
し
、
受
付
や
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
に
配
布
し
、
観
光

案
内
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
案

内
、
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
等
が
で
き

る
よ
う
、
タ
ク
シ
ー
会
社
等
と
協
議
し

て
、
町
全
体
が
お
も
て
な
し
の
心
で
、

来
ら
れ
る
人
に
対
応
す
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
世
の
中
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
訪
れ

る
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な

観
光
案
内
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
活
か
し
た
取
組
を
伺
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

金
魚
等
を
紹
介
し
た
動
画
を
広
く

周
知
す
る
た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
案
内
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
で
、
町
の
観
光
の
取
組
を

進
め
て
い
く
。

町の魅力満載

潮さい（R5.8.15 No.154）潮さい（R5.8.15 No.154）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

小
学
校
の
英
語
教
育
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
や
Ｎ
Ｔ
（
ネ
イ

テ
ィ
ブ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
及
び
英
語

専
科
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
町

の
見
解
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）

学
習
指
導
要
領
の
英
語
科
は
小
学

５
、６
年
生
、
中
学
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
が
評
価
の
対
象
で
あ
る
。
町
独

自
の
学
習
状
況
意
識
調
査
で
は
、「
英

語
は
好
き
」
と
答
え
た
の
は
、
小
学
３

年
と
４
年
生
が
最
も
多
く
、
中
学
に
上

が
る
に
つ
れ
減
少
す
る
傾
向
だ
。
小
学

生
は
、「
聞
く
・
話
す
」
で
楽
し
く
授

業
を
受
け
、
中
学
生
に
な
る
と
「
読
む
・

書
く
」
の
文
法
が
あ
り
、
抵
抗
感
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
ど
の
よ
う
な
方
法
で
成
果
を
確
認

し
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

小
学
５
、６
年
生
は
英
語
専
科
教

員
と
担
任
が
定
期
的
に
確
認
テ
ス
ト
で

評
価
し
て
い
る
。
中
学
生
は
、
教
科
書

や
教
材
を
も
と
に
、
小
学
校
と
同
様
に

評
価
し
て
い
る
。

問
小
中
学
生
の
英
検
受
験
者
と
合
格

者
の
状
況
は
。　

答
（
学
校
教
育
課
長
）

令
和
４
年
度
で
小
学
校
の
受
験
者

46
人
に
対
し
て
25
人
の
合
格
者
で
、
割

合
は
54
％
。
中
学
校
で
は
、
受
験
者
77

人
に
対
し
て
57
人
の
合
格
者
で
、
割
合

は
74
％
で
あ
る
。

問
町
と
し
て
、
こ
の
合
格
率
で
満
足

で
き
る
数
値
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
期
間
内
で
、
最
低
１
回
は
受
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
中
学
３
年
ま
で
に

現在、３級以上受験で全額補助を
実施している答

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

英検検定料を全額補助へ

英
検
３
級
の
取
得
を
目
標
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
英
検
の
レ
ッ
ス
ン
も
実
施

中
な
の
で
取
組
ん
で
欲
し
い
。

問
試
験
前
の
指
導
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
協

力
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

中
学
校
の
中
間
、
期
末
試
験
前
に

は
、
英
語
教
科
担
任
と
共
に
、
指
導
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

問
現
在
、
英
検
検
定
料
は
半
額
負
担

だ
が
、
全
額
補
助
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）

今
年
度
は
補
助
制
度
を
見
直
し
、

既
に
英
検
の
級
を
取
得
済
み
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
３
級
以
上
で
は
全
額
補

助
を
行
っ
て
い
る
の
で
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
と
考
え
て
い
る
。

問
全
額
補
助
に
し
た
場
合
、
財
源
の

確
保
は
必
要
だ
と
思
う
が
、
町
長

の
見
解
は
。

答
（
町
長
）

英
検
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
面
な
ど
含
め
、
町
独
自
の
特
色
あ

る
補
助
制
度
を
創
設
し
て
い
く
。

令和４年度　小中学校英検受験者数及び合格者数
学年総数 級 受験者数 うち合格者数 合格率

中学生
356人

５級 8人 8人 100％
４級 30人 25人 83％
３級 33人 22人 67％
準２級 6人 2人 33％
２級 0人 0人 －

合　　計 77人 57人 74％

学年総数 級 受験者数 うち合格者数 合格率

小学生
799人

５級 28人 15人 54％
４級 15人 7人 47％
３級 2人 2人 100％
準２級 1人 1人 100％
２級 0人 0人 －

合　　計 46人 25人 54％

がんばってるな！
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町
政
を
問
う

果
樹
、
野
菜（
根
菜
類
・
葉
茎
菜
類
・

果
菜
類
）
等
産
地
の
持
続
的
な
生

産
力
強
化
等
に
向
け
た
取
組
の
支
援

や
、
町
が
主
導
す
る
産
地
全
体
の
発
展

を
図
る
取
組
を
総
合
的
に
国
が
支
援
す

る
「
持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
」
に

ど
う
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
町
長
）

持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
は
、

主
に
都
道
府
県
が
主
導
す
る
事
業
と
な

り
、
本
町
に
お
い
て
は
令
和
２
年
に
果

樹
で
１
件
の
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
に
は
要
望
が
１
件
出
て
お
り

今
年
度
の
事
業
採
択
に
向
け
た
手
続
き

を
農
協
と
共
に
進
め
て
い
る
。

問
代
表
的
な
農
産
物
の
生
産
者
数
及

び
販
売
額
の
現
状
を
伺
う
。

答
（
町
長
）

生
産
者
は
米
が
１
５
０
名
、
小
麦

が
27
名
、
大
豆
が
12
名
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

が
12
名
で
あ
る
。
米
の
販
売
額
は
令
和

４
年
度
の
公
表
値
で
１
億
円
。
小
麦
が

２
１
４
３
万
円
、
大
豆
が
４
３
５
万
円
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
４・９
億
円
と
な
っ
て

い
る
。

問
魚
類
漁
獲
量
、
海
苔
・
ア
サ
リ
の

出
荷
量
と
販
売
額
の
現
状
を
伺
う
。

答
（
町
長
）

魚
類
の
漁
獲
量
は
、
約
73
ト
ン
と

な
っ
て
い
る
。
海
苔
の
出
荷
量
と
販
売

額
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
は
、
出

荷
量
は
１
５
１
０
万
枚
、
販
売
額
は
約

２
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ア
サ

リ
に
つ
い
て
は
、
出
荷
額
、
販
売
額
と

も
に
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

問
ア
サ
リ
漁
業
の
向
上
を
目
指
し
、

干
潟
保
全
事
業
を
推
進
し
て
い
る

が
、
天
然
で
新
鮮
な
産
地
の
ア
サ
リ
を

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
日
が
来
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

そ
う
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

問
農
水
産
物
・
地
域
食
品
に
お
け
る

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
に
向
け
て
、
ど
う
取
組
ん

で
い
る
か
。

答
（
町
長
）

包
括
連
携
協
定
企
業
と
の
地
域
産

物
に
よ
る
共
同
開
発
で
、
く
ち
ぞ
こ
を

丸
ご
と
一
匹
高
温
調
理
加
工
し
た
姿
煮

が
商
品
化
さ
れ
、
火
の
国
な
が
す
金
魚

ま
つ
り
に
お
い
て
、
く
ち
ぞ
こ
の
姿
煮

が
完
売
し
た
。
今
後
も
町
の
農
水
産
物

を
企
業
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
、
商

品
化
す
る
こ
と
で
生
産
者
の
所
得
向

上
、
地
域
の
魅
力
向
上
等
に
努
め
た
い
。

持続的生産強化対策事業を進める答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

産地の持続的な生産力強化を

町生産者が無農薬で育てた青パパイヤ　　　

人気の地場産品「くちぞこの姿煮」
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